


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学 １０年３月 卒業 １０年４月 株式会社安田創作に入社工場ス
タッフとして造作家具の製作・取付を行う １２年３月 一身上の
都合により退社 １２年５月 アート・ケイに採用 絵画の額装、
額・画材の販売を行う １４年２月 一身上の都合により退職 １４
年８月 有限会社荒井建築企画に入社工務・設計の仕事に携わる

























































































































略歴 平成９年３月 高松工芸高校卒業 ９年４月 高岡短大入
学産業工芸学科漆工芸専攻 １１年３月 高岡短大卒業 １２年４月
香川県漆芸研究所入所 １５年３月 同研究所卒所 １５年４月～１６




































































１１年３月 同卒業、４月 ソフトメーカ （ー金沢市）入社 １２年９
月 退社 １０月 中日新聞北陸本社入社
正直なところ、社会に出てから仕事のあまりの忙しさ
に、母校に思いを馳せることはあまりありませんでし
た。在学中はとても楽しい時間を過ごし、また、同級生
と会うことも結構あったにもかかわらずです。
そんなある日、高岡短大が富山大学等と統合されると
いう新聞記事を目にした時、がく然として心中に複雑な
思いがよぎりました。私は以前、富山大学を受験し失敗
した思い出があります。統合のおかげで以前入れなかっ
た大学に後から補欠合格したような、でもどこか嬉しく
ないような、そんな捉えどころのないモヤモヤした動揺
を感じました。そしてそんなことを考えているうちに在
学時の記憶が呼び覚まされてきました。校舎が綺麗だっ
たこと、広々とした前景、先生方や授業風景など…。情
報処理コースに在籍し、プログラミングに四苦八苦して
いたとき、簡単に問題を投げ出さない仲間達の姿勢に励
まされたこと、いろいろな考えを出し合って課題を仕上
げ深い満足感を味わったこと…。次から次へと浮かぶ思
い出に、改めて「本当にいい学校だったな」とつくづく
感じました。その時、合併されることで母校の名前がな
くなり思い出がかき消されるような気がした、それが一
番のショックだったのだと気づいたのです。市町村合併
のような形で、大学名も消えゆく時代なのかもしれず、
残念なことに変わりはありません。ただ、高岡短大が大
きく成長するのが今回の統合だと信じます。
私は現在、妊娠中。将来、子どもに母校の話をする時
があるでしょうが、その時には子どもに胸を張って聞か
せたいと思います。高岡短大という学校があったこと。
私がそこでとても良い仲間に巡り会うことができ、有意
義な学生生活を送れたということを。
成熟期
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